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倶楽部事務局人事異動のお知らせ

涼感 寒冷の絞ますますご治栄のこと とお慶び申

し上げます。

平紫は絡別のお引立てをl協わり}!J.<御礼申し上

げます。

さて、今般、福九章夫が総支配人職を.!ifし、支

配人として武山久(元胤isカントリ ー倶楽部及び

瓜i7172カントリークラブ;，¥IJ支配人を歴任)、 副支

配人として遠藤三三男 (Jjij脱沼72カントリークラ

ブ副支配人)が就任いたしました。

何卒{古ー11'1のお引立てご術導をl協わりますようひ

とえにお腕t~ 、 巾 し上げます。

なお稲Lb草:夫は引続き専務取締役として社業に

専念いたします。

まずはご扶拶かたがたお願い申し上げます。

敬具

II~平日 59 ip3月1日

株式会社 鹿沼カントリー倶楽部

代表取締役干I-.:IA福島 充

代表取締役副社長福品文ま住

専務取締役福 品 章夫

Jllt必 厳寒の候益々ご汗i祥のこととお)長び巾し上

げます。

私;.~同名はこのたびl鹿市カントリ ー似楽部支配

人ならびに ~\IJ支配人を持命することになりました。

もとより浅学非才その器ではあ りませんが、全

力を傾注して重良を*したいと念願いた しており

ます。

何卒皆様のilntいご指導をJ!詰わりますよう心から

お隣l~ 、J:!:Iしょげます。

取敢えず田谷1義ながら誌面にてご後拶申 し上げま

す。 敬具

l昭和159年 3月l日

株式会社 鹿沼カントリーイ具楽部

鹿沼カントリーイ具楽部

~;\-tfi取締役文配人武山 久

lf'{締役話1)支配人遠藤 三三男



宮本留吉先生のこと

プロ・キヤデイ委日中村 忍

私が初めてクラブを杭!ったのは、忘れもしないII{{平1148{r-I 0 ) 1 0 pjl!. mc・cの北のイン、 ア
ウト。訴もが思うように、動かないボールを打つことなどfYij1ii.とff，jと事っていたが、結果は、
惨々たるものだった。スコアは、雌か130ぐらい。

そこで一大11日L。仲間にある室内練習場(山本間古ニユーゴルフクリニック)に、毎上l

のように顔を tJ '， し、打ちまくったのである。 そのー}j、鹿市C ・ Cへ、 IIt叩149 11'-人会。 ー II.~;

JUIは、 王F-H¥1l00阿も脱出に足をはこんだこともあった。要するに負けずぎらい、なのであ

る。
沿近のベストスコアは、 4オーバーの760 2 if'liij、j邸主が)J;(1J;jでな識不lりj、救急車でjlli

ばれたことがあり、その時は、 二皮とゴルフは11'，;1:とないと忠.っただけに、このくらいのス

コアで大いにit(.jjLしている次第である。この体験以米、ものの凡jjが若干変わり、急がば

まわれ、負けるが勝ちと思う ようになってきた。

1011'-余になる私のゴルフ際の'1'で、以も印象深かったのは、山本iYi吉プロと-緒にラウ

ンドできたことである。御承知のように、防本プロは、日本オープン史上i最高の6回優勝

をはじめ、あらゆるタイトルを千'1'に収めたゴルフ界の大御所。私のような者がラウンド

できることなど必のような話で、緊恨の余りTi1i11はむれなかったものである。

.rJjラウンドは、 II({利53年。 脱出C・C、IHのアウトスター トである。ところが山・4"プロは、
最初のティ ーショットを、何と情チョロ愉したのである。プロも人の子、と思うと彩、は必

要以上の緊張がスーと抜けていった。

プロの名~fのためにつけ加えると、そのあとがすごい。 21f IJはウッド。flh吋Iji-illて.n
すぐピンに向っていく。スピンがかかっていて、ピン子前 1mでピタッと.11:まったのであ

る。そのホール、 パーデイ 。「ilk近のプロは I~:I...、ボールがでるが、本当のスーパースター

はナ、観衆の目のifJjさのボールをHつものだナ」と汗われたことを今でも鮮明に党えてい

る。

その後、プロとは何度も待1I一緒し、 三胞のfilll' 1'1::までおまli雌し、ゴルフの訊をい!ってい

るが、 .~~:/，放の念はますます深くな っている。

この他、陳h'i*プロとも御一緒する機会をねたが、非常に礼地正しく、孜々アマもこう

なければ、と11'U!占したこともあった。

ゴルフは人生とI，ilじようなもの、と'.:;:;々思っているが、私にとってゴルフの述人である

附プロと御一緒，'1'，米たことは、イi形 1!'.r: )f~のJ!fPf.とな っており 、 つくづ くゴルフを始めてよ

カぬったと，思っている。
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コースだよg
駐車場の躯張・ 練習場の建設工事

を進めております。

すでにご案内の通り、みは11凶l主、;i1主入路の移設に

よ って耳j: ' I (場の拡~l~ を|文l り、また市18寄グリーンの

移設によ ってクラブハウス近綾地に練習場を建設し

ようというものです。 (和U 1l~r場の規燃は、 20打席 ・ 35

mの予えとです。)

なお、 北18得・ 1?i18祷については、グリーンの移

設により計-r .l!n出I~が短かくなりますが、ティーグラ

ウンド移設、グリーンのおさWIなどにより自i何度を訓l

務いたします。

、》十¥

。一
。
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10数年ぶりの「雪難」
こ。，心自己をおかけいたしました

A読売新聞社のへリも取材に。

三;う様、て弘、-_ .~ ... ....._._ ~ .... _.. """町

‘マ盈iX

1 J j 中旬から 3月中旬にかけ、，n.81111という記録的な大叶iに
見鋒われ、当コースもが:)2ヶnの11¥1、1・);::f立の絶えない状態
となりました。

マ'j:J'~:のようにキャディをはじめ'Í': fUl総H'，で除・ 1tを急ざま し

たが、会nのt号線には何度かご迷走芸をおかけいたしました。
あらためて、おs;セび111しJ:げるJ人・加です。

、守、 ‘句、.
旬、ー
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|フレーのしお~

本年5月より、第3・第4日曜日
とも「メンバーデーJ とさせてい
だだきます。

かねてより、土日経・日11M・祭日における会Hのス

タートご予約の円滑化につきましては、 一昨年より

第4!:111Mトlを「メンバーデー(ビジターの入場をい

っさい認めない臼)J、とする等、ビジタ一入場を極

力制限する方向で、種々ブI;~~を減じてまいりました

が、 今般、 さらにもう一段断、会nのスター トごチ
約を !J l消化するため、本11~5月より、第4日11M口に

加え、第31二l眼目についても、すべて「メンパーデ

ー」とさせていただく ことに決定いたしました。

メンバーデーの榊設lこ fr-~、ましては、当然ながら

終日J:かな りの収入減が見込まれますため、これま

で、おいそれとは実施に断み切る ~J'ができかねたわ

けですが、すべてに段，先して、まず「メンバーシッ

プの倣立」を図り、会uの皆織に満足していただけ
る供楽部をつくる IJ'が、長JUJ的にみて必ずや経'I::~;~侃

にもプラスになるとの判断に立ち、理事会ともご相

談qlし上げた上、あえて断行いたすことになった次

第でございます。

メンバーデーの榊設にあたり、当而の経営安定の

カギが、「玉|五 口 の入場者の.tj~})II J にかかっています併

は、 1111 ・J~会・:ry~務 I"j側とも比例lを等しくするところ

でございます。

いっそうの経営努力が求められる取は、もちろん

でございますが、会Hの符般におかれましても、ど

うか今後共、平日の入場者l¥'7})1Iのため、いっそうの

ご利川、またビジターご紹介の位、物段のご配慮ご

協力を賜りますようお願いqJし上げる次第でごぎい

ます。

とり急ぎ、お知らせとお腕iいまで申し上げます。

本年5月q日より
料金の一部を改定させていだだき
ます。

本年5月111より、ビジタ一入場抑制施策の-m
として、U/ri'IIII/I'・祭11のビジターフィ ーをY13.000 

UJlij' YI2，OOO)に改定させていただく行、 111('J ~会

に締り、 ごノ兵認を 1~}ました。 何学必旨ご耳II解いただ

き、ご f ぷドさいますようお願い ql し I~げます。

また、同時に、水iHN泣いてまいりました 「施ぷ

~，~(~Ïi 'lむを Y 1，550 UJlii i 1. 400)に改定させていた

だく事になりました。

老朽化したクラブハウスの改造;l!'匝lにもすでにli'

子いたしており、 }jl!! ，没の格的、 &1q~には今後もいっ

そう力を入れてまいりますので、あわせてご f爪下

さいますようお願いqlし上げます。

なお、 liリ"手に無.1Ct;法人会員(会H童文63r，)のグ
リーンフィーにつきましても、.:1:・ 日・ 祭日の場合

￥10，000 (Jjl行 ;\f 8 ， OOO) 、 平日の場合￥4 ， OOO(~行

￥3，500)とさせていただくことになりましたので、

あわせてご了魚下さいませ。



会員諸氏からのご寄贈昂の数 、々

ありがとうございます。

本年5月~ア月は無休にて営業い
だします。月曜日にも、ぜひご利用

ください。
昨年秋より本年2月にかけ、会wn氏より似楽部
へ下siGの品々をご寄1I(f/)切りました。心より!平〈術I礼

を11'しtげます。

制l見 合三氏(川口市)

r (l~楽器11マーク・プレート(鋳造)J

本生氏 (lF，f立市)

「クラブ(プリス トル)1900{r'-代初頭製作」

II {{司氏 (*Jj~lm)

rj(iI~m OO)~J 

同村

{州IJ1I'-5月-7月のシーズン中には、 会nの干'i'fRよ
り、とくに月PhIrrの大問コンベIIHrllIのご希噌ご制介
が多〈、ここ数年、何度か定休日貸切りという形で

ご利JTJいただいてまい りましたが、本年はとくに数

多〈同般のご要望が寄せられておりますため、本年

5!i-7月のシーズン3ヶ月間につきましては、定

休日 をすべて返上いた しまして、生I，H木にて岱-J院させ

ていただくことになり ました。

倶
楽
部
マ
ー
ク
{
フ
ロ
ン
ト
)

相
見
倉
=
一氏
よ
リ
寄
贈
の

ク
ラ
ブ
(
二
階
食
堂
)

岡
村
与
生
氏
よ
り
寄
贈
の

錦
鯉
(
ハ
ウ
ス
裏
手
の
地
)

小
野
昭
司
氏
よ
り
寄
胞
の

6 

小野

いずれの 口 も 、 キャデイ 付けその他泌 ~ji:;'1営業泊り

のサービス体:tlJでお迎えいたします。この織会に、

とくに、これまで)J P/rl 11にプレーをご-r.i'51されてお
りながらご利mいただけなかった皆様には、ぜひお
，'1'，かけ下さいますよう、お知lらせ'-1:1し上げます。

5月5日は鹿沼市民ゴルフ大会の
ため全45ホールを開放させていた
だきます。

脱出Tli民ゴルフ大会につきましては、例年、会n
の符織のごJll1解 ・ごttL)Jをいただき、誠にありがた

く、!手〈御礼を111しJ二げます。

_..js:il'-も、 5月511の fどもの日に全45ホールを市

民ゴルフ大会に開放させていただくことになります

が、 [f頃よりrns袋詰1Iの円滑なjlli'g'・のために何かとご
文段をいただいてお ります胤沼市民の背紋への謝忠

行 'I~でございますので、 JJì!.i{1市以外の会nの特憾に
は、 何卒よろしくご了*賜わ りますようお願い111し

|二げます。
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4月1日「ルール大改正」の要点
【ドロップ、拾い上げの方法など、ゴルファー必読】l

;1(;る 4JJ 1 11より、ゴルフルーlレが改正されるこ

とになりました。今<1'の改，[は32{I'.ぷりといわれる

大川な改正で、ゴルファーもホ勉強輸が要求されま

す。まごつくことのないよう、熟.i'えの上、今からliSi

に人れておきましょう。

ドロップ

ノトまでホールにli'Jかつて1"(占:して、自分のJd避し

にドロップしていたのが、

新規則では、「プレーヤーは直立し、球を持った腕

をま っすぐに伸ばし、肩の高さでドロップする こと

が要求されている。そのプレーヤーの直面する方向

については制限はない。もしドロ ップした球が地面

に落ちる前や後にプレーヤーに触れた場合は、その

球を再ドロ ップしなければならない ・・・・・」

この場合、 )1宛は体の，1:I(jjに1'1'ばしても、般に1'1'ば

してもかまわない。「ドロップ I勺主地点」よりホール

に近づかないよう、 ，1:縦に泌とせばいいわけだ。そ

して、 1"1も体のl医師をグリーンに対して1，'(lujさせな

くてもいい。T二を(111ばし、lIiの。"1さに持ったポール

を小心に、 どこをli'Jいてもいい、というこ とになっ

たのである。

〈球の拾い上げ 、

IJl.{J:まで、規則では、グリーン 1:の涼をJftい 1:げ

るがjにその球の位向をマークすることを安ボしてい

たが、それ以外の所では~求していない。

新規則では、「コース上のどこでもリプレースしな

ければならない球は、姶い上げる前にその位置を必

ずマークしなければならないと規定 している J

、球のりプレース 球のライが変わる、

111，脱Hリでは、もし、 J;j(のプレースまたはリプレー

スするライがぎLミえられている場合、そのJ;j(は、 2ク

ラブレングス以内で初めに止ま っていた，iJj.にl!iも似
た、 ilkもj互いライにプレースしなければならなかっ

7・，、.。

新規則では、「その2クラブレングスが 1クラブレ

ングスに縮少され、またパンカー内では、初めのラ

イを再現して、そのライに拾い上げた球をプレースし

なければならないことになった」

つまり .パンカー内のI，ilじような，iJj.にボールが2
例あった場介など、1' 1分のボールを.f~ ~、 1: げて十11r 
が.j"Jったあと、初めのライをやí~)é，、して、そのラ

イに紛い I~げた球をプレースしなければならない。

(初めがLIF.ならl'iJじように11F.に、 .1ξらだったら

WIJりとられた砂をまた平らにしなければならない)

プレーに適しない球、球の識別

今までのように「このボールはプレーに泌さない

からJ[I(り符えるよ」といってえ粁にJffい 1:げてはい

けない。

新ルールでは、「どんな場合にも、自己の球の拾い

上げを希望するプレーヤーは、マッチプレーでは相

手、ス トロ ークプレーではマーカーまたは同伴競技

者に、その拾い上げと、 リプレースを監視する機会

を与える ことが要求されている。また、プレーに適

ー



しない球に関する規則の場合、ょせの拾い上げた球を

調べる機会を与えること も要求されているJ

つまり、ちゃんと相手、マーカーがチェック した

うえでないと何もできないということなのである。

プレーを妨げ、または援助する球

新規JIIJでは、プレーを妨げ、ま たは彼助する械に
|対する脱JlIJは1ヵ所に統合されている。以前には、

シングルのマッチプレーでは、もし中IITの球がホー
ルのj丘くにあり、そしてプレーヤーが1'1 己のj~W)に

なると与ーえた場合は、そのプレーヤーは相手の球を

その場に出いておくよう に"&i;fとすることができた。

新規則では、「すべての形式のプレーにおいて①フ.

レーヤーは、他のいずれかのプレーヤーの援助にな

ると考えたならば、自己の球を姶い上げることがで

きる。また、②プレーヤーは自己のプレーの妨げに

なると考えるか、または他のプレーヤーの援助にな

ると考えたならば、他のいずれの球でも拾い上げて

もらうことができる」

くプレーの順序〉

l日規fIIJでは、スト ロークプレーの競技でれJIUiをま

ちがえてプレーしたプレーヤーは、放なにティグラ

ウンドから版印にしたがわずプレーした場合を除い

て、いかなるnuの対!!日にもならなかった。
新規則では、「競技者たちが彼等のひとりにアドバ

ンテージを与える目的で打順を変更してプレーする

ことを同意しないか5り、ティグラウンドまたはど
ニからでも打JI院をまちがえたプレーに対しても嗣を

課さないことになった」

ス トロークプレーの場合、も たもたしているプレ

ーヤーがいたら、こっちが先に打ってもいいという

ことである。j!li:J.求先打というゴルフのセオリーも、
自主なでないかぎり 、なくなってしま ったということ

なのだ。故意というのは、例えば、j，iJ伴競妓.riのだ
れかを有利にさせてやろうという立芯があった易合

などである。

穴掘り動物の作った穴

新規則では、rもし球がウォーターハザード内に止

まった場合、そのプレーヤーは、もはや、穴掘り動

物、は虫類ま たは鳥類の作った穴で球のライまたは

スタンスに障害があっても救済を受ける権利は認め

られない。

この変更と障害物の規則上の同織の変更の影響す

るところは、もしプレーヤーの球がウォーターハザ

ード内に止まった場合は、 動かせる障害物ときわめ

てまれな修理地の場合を除いていかなる物件または

状態からも救済を受ける権利は認められないという

ことて'ある。

動かせない障害物、カジュアルウォータ一、修理

地および穴掘り動物の穴からの救済を与える各規則

に対しては、(a)もし明らかに、すべての他の状態に

する障害のために、そのプレーヤーがストロークす

ることが無理な場合、 または、(b)障害物が不必要に

変則なスタンス、スイングまたはプレーの方向を採

用することによるだけのことで生じる場合に、救済

を保留するための除外例が追加された」

和!とも難しい表引だが、t._iするにウォーターハザ

ード内での穴繍り動物の穴は、救済にならなL、。そ

して問定時71物と修司H地以外では、そのまま打てと
いうこ とだ。

ただし、例外が(a)と(b)にあるということである。

練習

ふたつのホールの11¥1の線開についてプレーヤーは、

すべてのノ、ザー ドからのおu判ス トローク、またはホ
ールアウトを終わったばかりのグリーン以外のグリ

ーン上でのおu留ストロークルできないが、それ以外
の斜l~\~I は，11'されていた。
新規則では、「ホールとホールとの間の練習は、ホ

ールアウ トを終えたばかりのグリーン上、あるいは

その付近、またはすべての練習グリーン上、または

次のホールのティグラウンド上でのパッ トやチップ

の練習に制限を許している。しかし、そのような練

習スト ロークは、ハザードからは絶対プレーしては

ならない」
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(';j& i刈IJJJ
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4位出野正義 41 42 40 43 166 
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今月のゴルフ・マナー
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ホーjレアウトしたら | 

すばやくグリーンを立退きましょう | 

(j) 
鹿沼カントリー倶楽部


